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一

は
じ
め
に

禅
宗
史
研
究
に
お
い
て
嗣
法
関
係
は
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
嗣

法
関
係
を
示
す
た
め
に
著
さ
れ
た
法
灯
の
系
譜
は
、
不
可
欠
の
研
究
対

象
で
あ
る
。

法
灯
の
系
譜
に
つ
い
て
、
玉
村
竹
二
氏
は
、
著
書
『
日
本
禅
宗
史
論

集
』
下
之
一
（
思
文
閣
出
版

一
九
七
九
年
）
の
中
で
、

禅
宗
門
内
に
於
て
、
禅
僧
を
語
る
と
き
時
に
、
如
何
に
そ
の
嗣
法
の
事
が

大
問
題
で
あ
る
か
は
、
語
録
・
詩
文
集
等
に
就
て
之
を
檢
す
れ
ば
、
直
ち

に
領
解
し
得
る
所
で
あ
っ
て
、
是
等
の
記
録
よ
り
知
り
得
る
事
實
の
過
半

は
法
系
に
関
す
る
事
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
菅
原
昭
英
氏
は
「
禅
戒
血
脈
と
栄
西
」

（
『
文
化
史
の
構
想
』
〔
大
隈
和
雄
編

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
三

年
〕
）
の
中
で
、

禅
宗
の
歴
史
を
捉
え
る
上
で
、
法
灯
の
系
譜
は
、
古
来
重
ん
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
中
国
の
初
期
禅
宗
史
の
本
格
的
研
究
は
、
そ
の
史
実
性
を
問

い
直
し
、
法
系
譜
の
形
成
過
程
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
禅
宗
史
の
基
本
的

な
認
識
を
一
変
さ
せ
た
。
一
二
世
紀
以
後
の
日
本
の
禅
宗
史
に
お
い
て
も
、

法
系
譜
の
解
明
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
上
に
禅
宗
史
像
・
禅
宗

教
団
史
像
が
築
か
れ
て
き
た
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
重
要
視
さ
れ
る
系
譜
は
、
時
代
を
通
し
て
自
派
の
由
来

を
示
す
た
め
個
々
人
の
間
に
伝
授
さ
れ
る
一
方
、
祖
師
を
頂
点
に
枝
葉

の
如
く
末
広
が
り
型
に
構
成
さ
れ
た
、
公
開
性
の
あ
る
系
譜
も
編
ま
れ

(

１)

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
後
者
に
属
す
る
永
平
下
の
系
譜
を
考
察
の
対
象

と
す
る
。

現
在
筆
者
は
、
徳
翁
良
高
（
一
六
四
九
～
一
七
〇
九
）
の
著
作
を
研

究
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
（
一
六
九

七
成
立
）
が
あ
る
。
十
七
世
紀
の
曹
洞
宗
は
伽
藍
法
と
人
法
が
混
在
す

(

２)

る
時
代
で
あ
り
、
こ
の
宗
派
図
が
宗
統
復
古
以
前
に
編
纂
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
徳
翁
の
嗣
法
観
が
窺
え
る
こ
と
に
期
待
し
検
討
し
た
。
し

か
し
、
史
料
の
位
置
付
け
を
行
う
た
め
に
も
近
世
に
お
け
る
系
譜
史
料

の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

『
禅
籍
目
録
』
、
『
曹
洞
宗
全
書
』
「
解
題
・
索
引
」
、
『
曹
洞
宗
文
化
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二
二
八

財
調
査
目
録
解
題
集
』
１
～
６
（
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
編

曹

洞
宗
宗
務
庁
、
以
下
『
解
題
集
』
と
省
略
す
る
）
、
『
曹
洞
宗
全
書
会

報
』
第
十
二
号
（
一
九
三
四
年
）
、
玉
村
竹
二
著
『
日
本
禅
宗
史
論

集
』
を
元
に
系
譜
史
料
を
集
め
表
に
し
た
。
（
【
資
料
】
参
照
）
編
纂
年

代
の
明
ら
か
な
系
譜
史
料
を
み
る
と
、
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
、
末
広
が

り
型
の
系
図
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
史
料
は
、
そ
の
編
纂
過
程

か
ら
す
れ
ば
信
憑
性
は
低
い
も
の
の
、
永
平
下
全
体
を
示
そ
う
と
す
る

法
系
譜
が
作
成
さ
れ
た
時
期
、
そ
の
背
景
、
意
義
に
お
い
て
も
、
興
味

深
い
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
編
者
、
編
集
年
、
書
写
年
が
判
明
し
て
い

る
系
図
は
、
そ
の
編
者
に
よ
る
当
時
の
認
識
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
代

に
収
集
し
た
情
報
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。
中
で
も
、
竹
峰
広
嫩
撰

『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』(

以
下
『
宗
派
次
第
』
と
略
す
）
の
収
録
人

(

３)

数
は
、
同
時
代
の
史
料
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
『
宗
派
次
第
』

の
序
分
に
、「
こ
れ
以
前
に
は
広
編
の
図
を
見
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た
、

徳
翁
良
高
編
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
、
嶺
南
秀
恕
（
一
六
七
五
～
一
七

五
二
）
編
『
日
本
洞
上
宗
派
図
』
（
以
下
『
洞
上
宗
派
図
』
と
略
す
）

で
は
『
宗
派
次
第
』
を
先
行
史
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

(
４)

な
お
、
表
題
に
「
宗
派
図
」
と
い
う
語
句
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
史

料
内
容
か
ら
み
て
「
法
系
譜
」
・
「
法
系
図
」
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
「
宗
派
図
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
の
は
、
十
七
世
紀
～
十
八

世
紀
に
作
成
さ
れ
た
史
料
標
題
に
「
宗
派
」
の
語
句
が
多
く
み
ら
れ
、

こ
の
頃
の
系
図
が
「
宗
派
図
」
と
表
さ
れ
る
こ
と
に
一
つ
の
特
徴
が
あ

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

二

宗
派
図
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

宗
派
図
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、

特
に
注
目
し
た
の
は
、
大
久
保
道
舟
氏
と
玉
村
竹
二
氏
の
研
究
で
あ
る
。

・
栗
山
泰
音
著
『
嶽
山
史
論
』（
鴻
盟
社

一
九
一
一
年
）

・
大
久
保
道
舟
著
「
曹
洞
宗
大
系
譜
の
編
輯
を
終
へ
て
」

（
『
曹
洞
宗
全
書
』
会
報
第
十
二
号
〔
一
九
三
四
年
五
月
〕）

・
同
『
曹
洞
宗
大
系
譜
』（
一
九
三
四
年
）

・
岡
田
宜
法
著
『
日
本
禅
籍
史
論
』

（
国
書
刊
行
会

一
九
七
二
年
復
刻
〔
一
九
四
三
年
〕）

・
高
橋
全
隆
著
「
曹
洞
宗
大
系
譜
雑
感
」

（
『
宗
学
研
究
』
第
十
九
号

一
九
七
七
年
）

・
玉
村
竹
二
著
『
日
本
禅
宗
史
論
集
』（
思
文
閣
出
版

一
九
七
九
年
）

・
菅
原
昭
英
氏
「
禅
戒
血
脈
と
栄
西
」

（
『
文
化
史
の
構
想
』〔
大
隈
和
雄
編

吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
三
年
〕）

大
久
保
氏
は
「
曹
洞
宗
大
系
譜
の
編
輯
を
終
へ
て
」
の
中
で
宗
派
図

史
料
を
多
数
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

由
来
法
系
の
編
輯
は
徳
川
時
代
以
降
、
心
あ
る
一
部
の
人
々
に
よ
っ
て

行
わ
れ
来
た
が
、
其
の
多
く
は
各
自
所
属
の
法
系
を
中
心
に
纒
め
ら
れ
た

も
の
が
多
く
、
宗
門
全
体
の
法
系
を
蒐
集
し
た
も
の
に
至
っ
て
稀
で
あ
る
。
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二
二
九

今
一
二
を
挙
げ
れ
ば
、
『
日
本
洞
上
宗
派
図
』
『
日
本
洞
上
枝
派
図
』
『
日
本

曹
洞
略
宗
派
図
』
等
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
就
中
『
日
本
洞
上

宗
派
図
』
以
外
は
可
な
り
誤
診
が
あ
っ
て
無
条
件
に
信
ず
る
こ
と
の
出
来

な
い
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
『
日
本
洞
上
宗
派
図
』
と
雖
も
編
輯
の
中
心
が

伽
藍
法
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
で
、
人
法
を
知
ら
ん
と
す
る
者
に
は
可

な
り
大
き
な
不
便
が
あ
る
。
し
か
し
、
徳
川
時
代
の
作
物
と
し
て
は
、
実

に
立
派
な
も
の
で
、
宗
門
嗣
法
史
上
没
す
べ
か
ら
ざ
る
功
績
で
あ
る
と
い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尚
前
に
述
べ
た
或
特
定
の
人
に
属
す
る
宗
派
図
と
い
え

ば
、
無
着
下
の
『
弘
化
系
譜
伝
』
、
卍
山
下
の
『
鷹
峰
聯
芳
系
譜
』
等
が

も
っ
と
も
著
名
で
あ
る
。
何
れ
も
誤
診
の
あ
る
点
に
於
て
は
五
十
歩
百
歩

で
あ
る
が
、
併
し
『
弘
化
系
譜
伝
』
に
い
た
っ
て
は
特
に
人
法
・
伽
藍
法

が
混
雜
し
て
い
て
、
そ
の
何
れ
を
真
と
す
べ
き
や
判
断
に
苦
し
む
状
態
で

あ
る
。
か
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
系
譜
を
編
輯
す
る
に
当
つ
て
も
、
是

等
の
材
料
を
、
そ
の
儘
使
用
す
る
こ
と
は
、
非
常
な
危
険
が
伴
う
も
の
で

あ
る
。
故
に
一
応
系
譜
の
内
容
・
性
質
や
、
そ
の
成
立
す
る
に
至
っ
た
経

緯
な
ど
を
能
く
吟
味
し
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

大
久
保
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
系
譜
史
料
を
用
い
る
場
合
は
、

編
纂
背
景
、
そ
の
内
容
や
性
質
の
吟
味
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
大
久
保
氏
が
手
が
け
た
『
曹
洞
宗
大
系
譜
』
は
、
『
曹
洞
宗

全
書
』「
大
系
譜
」
（
一
九
七
六
年
）
の
先
駆
け
と
な
る
。

(

５)

玉
村
氏
は
、
『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
一
の
「
臨
済
宗
の
宗
派
図

各
説
」
で
臨
済
宗
を
中
心
に
宗
派
図
を
集
め
、
解
説
を
し
て
お
り
、
そ

の
結
語
で
宗
派
図
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
要
旨

は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
宗
派
図
の
出
現

五
代
、
北
宋
に
お
い
て
達
磨
相
承
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
祖
堂
集
』
、
『
傳
法
正
宗
記
』
、
「
五
燈
録
（
『
景

徳
傳
燈
録
』
『
天
聖
廣
燈
録
』
『
建
中
靖
國
續
燈
録
』
『
聯
燈
會
要
』

『
嘉
泰
普
燈
録
』
）
」
が
選
述
さ
れ
、
次
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
端

的
に
法
伝
の
系
統
を
図
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
宗
派
図
」
の
出
現
と

な
る
。
南
宋
か
ら
元
に
か
け
て
多
く
編
纂
さ
れ
た
。

（
２
）
日
本
へ
の
伝
来

中
国
で
の
宗
派
図
は
日
本
に
も
影
響
し
、
南
北
朝
・
室
町
前
期
に

か
け
て
い
ろ
い
ろ
の
立
場
に
よ
る
宗
派
図
の
編
集
が
行
わ
れ
た
。

（
３
）
日
本
で
の
宗
派
図
編
纂

江
戸
時
代
に
入
り
、
総
合
宗
派
図
よ
り
は
、
各
宗
派
別
の
宗
派
図

が
選
述
さ
れ
、
大
部
分
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
茶
道
の
興

隆
に
よ
り
、
禅
林
墨
蹟
鑑
賞
の
た
め
に
筆
者
の
法
系
を
知
る
こ
と
が

必
須
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
依
る
。

（
４
）
各
門
派
別
の
宗
派
図
に
移
行
し
た
理
由

一
寺
院
を
一
派
が
独
占
す
る
よ
う
な
門
徒
門
派
の
ま
と
ま
り
が
明

確
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
門
派
毎
に
そ
の
相
承
関
係
を
明
示
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
幕
府
の
対
寺
院
対
策
で
、
「
継
目
」
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
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二
三
〇

法
系
相
承
を
幕
府
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
一
寺
の
住
職
の
資
格
を
授
与

さ
れ
か
っ
た
た
め
、
各
派
別
に
宗
派
図
が
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

宗
派
図
の
編
者
は
、
本
山
局
の
依
頼
ま
た
は
命
令
に
よ
っ
て
編
纂

す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
法
系
は
い
ず
れ
も
伽
藍
法

で
あ
っ
た
の
で
、
臨
済
宗
内
に
発
生
し
た
印
証
系
の
法
系
は
こ
れ
ら

の
宗
派
図
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
は
特
質
と
い
え
る
。

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図

の
研
究
に
つ
い
て
玉
村
氏
の
よ
う
な
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
史
料
検
討
を
行
う
際
に
は
、
玉
村
氏
の
見
解
を
踏
ま

え
て
の
考
察
も
試
み
る
。

三

宗
派
図
史
料
の
検
討

三
―
一

史
料
検
討
の
方
法
と
意
義

先
に
述
べ
た
通
り
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
多
く
の
系
譜
史
料
を
集
め
表

に
ま
と
め
た
結
果
、
収
集
し
た
史
料
群
の
中
で
は
『
宗
派
次
第
』
が
比

較
的
初
期
に
編
纂
さ
れ
、
か
つ
大
規
模
な
系
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
検
討
可
能
な
寺
院
に
限
り
、
こ
の
『
宗
派
次
第
』
と
、

(

６)

江
戸
期
に
お
い
て
最
も
規
模
の
大
き
い
嶺
南
編
『
洞
上
宗
派
図
』
と
比

較
考
察
し
、
玉
村
氏
の
見
解
に
沿
っ
た
考
察
も
試
み
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
比
較
結
果
で
あ
る
個
々
の
異
同
の
表
示
を
割
愛
し
、
概
要
を
述
べ

る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
個
々
人
の
行
状
等
も
割
愛
し
た
。
な
お
、
史

料
の
性
質
上
、
そ
の
信
憑
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
真
偽
の
検

討
を
目
的
と
し
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
当
時
の
情
報
性
、
お
よ
び
編
纂

者
、
書
写
者
の
観
点
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
―
二

各
史
料
に
つ
い
て

①
『
〔
宗
門
之
略
宗
派
〕
』

長
興
寺
（
長
野
県
塩
尻
市
）
所
蔵

一
巻
一
帖
（
折
本
）

『
〔
宗
門
之
略
宗
派
〕
』
は
、
『
曹
洞
宗
報
』
で
報
告
さ
れ
、
解
説
が

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
過
去
七
仏
か
ら
始
ま
り
西
天
祖
師
が

(

７)

記
載
さ
れ
て
お
り
、
「
初
祖
達
磨
大
師
」
を
起
点
と
す
る
中
国
部
五
家

の
系
図
を
記
載
し
て
い
る
。
中
国
部
の
末
尾
に
は
、
長
興
寺
開
山
才
応

総
芸
（
一
五
六
〇
寂
）
の
誌
記
が
あ
り
、
「
元
亀
三
壬
申
五
月
青
松
山

(

一
五
七
二)

長
興
金
室
置
焉
圭
巌
叟
」
の
識
語
が
あ
る
。

(

８)

中
国
部
の
後
に
、
「
永
平
道
元
」
を
起
点
と
し
た
一
五
九
名
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
快
叟
（
一
五
七
八
寂
）
を
下
限
に
記
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
系
図
中
に
加
筆
と
判
断
で
き
る
箇
所
が
あ
り
、
心
月
寺
開
山
桃
庵

か
ら
同
七
世
、
総
芸
か
ら
長
興
寺
九
世
天
桂
三
、
長
久
寺
四
世
永
広
ま

で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
才
応
総
芸
の
示
寂
年
が
一
五
六
〇
寂
で
あ
り
、

そ
の
後
の
長
興
寺
九
世
天
桂
三
、
長
久
寺
四
世
永
広
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
才
応
総
芸
の
示
寂
後
に
書
き
足
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

巻
末
識
語
に
は
、
「
前
総
持
長
興
十
一
世
体
岩
柏
全
代
改
之
置
什
物
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二
三
一

也

尽
未
来
際
不
可
出
當
山
者
也

元
禄
九
丁
未
五
月
十
七
日
」
と
あ

（
一
六
九
六
）

り
、
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②
竹
峰
広
嫩
撰
『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』

毛
呂
大
和
氏
所
蔵

一
巻
二
冊

『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』
は
、
福
井
県
義
宣
寺
の
六
世
、
竹
峰
広
嫩

(

９)

編
纂
の
法
系
図
で
あ
る
。
表
紙
に
「
達
磨
大
師
宗
派
次
第
」
と
あ
り
、

第
一
冊
が
三
三
丁
、
第
二
冊
が
三
六
丁
で
あ
る
。
始
め
に
菩
提
達
磨
か

ら
始
ま
る
中
国
禅
宗
史
の
概
要
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
永
平
道
元
禅

師
」
か
ら
始
ま
る
三
五
三
〇
人
の
祖
師
を
収
録
し
て
お
り
、
全
て
で
は

な
い
が
、
開
創
寺
院
や
、
世
代
数
も
書
か
れ
て
い
る
。
下
限
の
祖
師
の

示
寂
年
を
調
べ
る
と
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
中
頃
ま
で
の
祖
師
を
収

録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
示
寂
年
を
次
に
示
す
。

月
洲
尊
海
（
一
六
八
三
）

福
州
光
智
（
一
六
六
四
）

門
室
観
三
（
貫
龍
）（
一
六
五
九
）

英
峻

（
一
六
七
四
）

帰
雲
守
光
（
一
五
三
八
）

智
海
宗
徹
（
一
四
九
四
）

龍
泰

（
一
五
四
五
）

洞
谷
泉
竜
（
一
六
一
四
）

珊
嶺
諸
（
一
六
二
二
）

高
岩
薫
道
（
一
六
五
六
）

愚
明
祥
察
（
一
六
七
〇
）

天
室
聚
紋
（
一
六
五
五
）

中
華

（
一
六
六
三
）

花
岳
宗
藝
（
一
六
六
五
）

山
英
良
鐘
（
一
六
四
八
）

『
宗
派
次
第
』
の
序
文
に
は
、
「
こ
れ
ま
で
広
い
範
囲
で
編
集
し
た

宗
派
次
第
、
つ
ま
り
法
系
譜
類
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
旨
や
、

「
寛
永
年
中
に
、
總
持
寺
の
要
請
に
応
じ
て
記
録
を
提
出
し
、
總
持
寺

内
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
永
平
寺
の
要
請
に
も
応
じ
、
永
平
寺
に

お
い
て
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
」
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

(

、)

こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
広
範
囲
で
編
集
さ
れ
た
法
系
譜
類

と
し
て
、
總
持
寺
及
び
永
平
寺
に
注
目
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③
『
三
国
源
流
略
図
列
』

安
穏
寺
（
茨
城
県
結
城
市
）
所
蔵

一
幅
（
版
本
）

『
三
国
源
流
略
図
列
』
は
、
『
解
題
集
』
６

関
東
管
区
編
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
吉
祥
寺
一

(

。)

四
世
衝
天
良
志
が
梓
行
し
た
全
二
十
五
段
に
わ
た
る
系
図
で
、
過
去
七

仏
を
頂
点
に
印
度
、
中
国
、
日
本
（
栄
西
下
、
道
元
下
）
を
記
載
し
て

い
る
。
収
録
人
数
は
、
「
永
平
道
元
」
以
下
に
限
り
一
八
九
名
で
あ
り
、

峩
山
韶
碩
以
下
、
特
に
太
源
宗
真
以
下
と
通
幻
寂
霊
以
下
を
記
載
し
て

い
る
。
ま
た
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
、
吉
祥
寺
一
〇
世
凉
室
元

清
（
一
六
四
八
寂
）
の
奥
書
が
あ
る
。
同
様
の
史
料
三
点
が
確
認
さ
れ

る
（
【
資
料
】
参
照
）
こ
と
か
ら
、
各
地
に
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
下
限
に
示
さ
れ
る
祖
師
の
示
寂
年
は
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀

頃
ま
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
示
寂
年
を
次
に
示
す
。

萬
極
良
寿
（
一
六
〇
七
）

布
州
東
播
（
一
五
七
三
）

青
巌
周
陽
（
一
五
四
二
）
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二
三
二

な
お
、
吉
祥
寺
開
山
青
巌
周
陽
は
通
幻
以
下
の
下
限
に
記
さ
れ
て
い

る
。
『
宗
派
次
第
』
の
該
当
箇
所
は
虫
食
い
に
よ
る
破
損
の
為
か
、
青

巌
周
陽
を
確
認
で
き
な
い
が
、
『
洞
上
宗
派
図
』
で
は
確
認
で
き
る
。

④
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』

円
通
寺
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
所
蔵

一
巻
一
冊

『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
は
、
『
解
題
集
』
４

中
国
・
四
国
管
区
編

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に

(

，)

編
纂
さ
れ
た
徳
翁
良
高
直
筆
と
さ
れ
る
法
系
図
で
題
簽
に
「
日
域
洞
上

宗
派
図
〔
開
山
高
和
尚
自
筆
〕
」
（
〔

〕
内
割
注
）
と
あ
り
、
道
元
禅

師
以
下
、
お
よ
そ
二
二
〇
〇
人
を
収
録
し
て
い
る
。
全
五
十
六
丁
で
一

部
欠
丁
が
み
ら
れ
る
。
『
宗
派
次
第
』
と
比
較
す
る
と
、
『
宗
派
次
第
』

の
範
囲
内
に
収
ま
る
と
こ
ろ
が
多
い
い
。
し
か
し
、
所
に
よ
っ
て
は
そ

の
範
囲
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
徳
翁
自
身
ま
で
引
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
に
お
け
る
徳
翁
ま
で
の
記
載

は
、
『
洞
上
宗
派
図
』
で
も
確
認
で
き
る
。

⑤
『
日
域
宗
派
図
』

西
明
寺
（
愛
知
県
豊
田
市
）
所
蔵

一
巻
一
冊

『
日
域
宗
派
図
』
は
、
『
解
題
集
』
１

東
海
管
区
編
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
表
紙
に
は
、
「
日
域
宗
派
図

全

西
明
現
住
薫
補
筆
」
と

(

．)

あ
り
、
巻
末
の
識
語
に
は
「
西
明
什
物

月
峯
補
叟

自
筆
也
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
西
明
寺
一
一
世
月
峰
薫
補
（
一
七
〇
五
寂
）
に
よ
る
書

写
本
と
わ
か
る
。
全
三
九
丁
で
、
「
日
域
鼻
祖
永
平
元
大
和
尚
」
か
ら

は
じ
ま
る
一
八
六
六
人
を
収
録
し
て
い
る
。
下
限
の
祖
師
の
寂
年
を
み

る
と
、
十
五
世
紀
～
十
七
世
紀
頃
ま
で
の
祖
師
を
収
録
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
示
寂
年
を
次
に
示
す
。

覚
室
麟
等
（
一
六
五
九
）

大
素
和
尚
（
一
四
九
七
）

林
宗
和
尚
（
一
五
二
六
）

布
州
東
播
（
一
五
七
三
）

門
庵
宗
関
（
一
六
二
一
）

寿
香
良
達
（
一
五
九
六
）

こ
の
法
系
図
は
、
他
の
宗
派
図
史
料
の
な
か
で
も
、
⑦
の
『
日
本
枝

派
之
図
』
と
収
録
範
囲
や
広
が
り
方
の
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。
な

お
、
下
限
に
西
明
寺
開
山
で
あ
る
「
大
素
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
宗
派
次
第
』
、
『
洞
上
宗
派
図
』
で
も
該
当
箇
所
に
「
大
素
」
を
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
『
日
域
宗
派
図
』
は
、
他
の
系
図
に
は
見
ら
れ

な
い
永
明
寺
（
山
口
県
津
和
野
市
）
の
世
代
を
記
載
し
て
い
る
。

⑥
『
日
本
洞
上
宗
派
図
』駒

澤
大
学
図
書
館
所
蔵

一
巻
一
冊

『
日
本
洞
上
宗
派
図
』
（
一
七
四
四
跋
筆
）
は
、
『
日
本
洞
上
聯
燈

録
』
（
一
七
四
二
刊
）
を
編
纂
し
た
嶺
南
秀
恕
が
撰
し
た
系
図
で
あ
る
。

全
六
三
丁
で
、
約
四
八
〇
〇
人
を
収
録
し
て
お
り
、
近
世
の
洞
上
で
刊

行
さ
れ
た
法
系
譜
で
は
最
大
の
法
系
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
た
駒
澤

(

・)

大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
昭
和
八
年
に
孤
峰
智
犧
氏
の
所
蔵
本
を
小
川
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二
三
三

霊
道
氏
が
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』
と
相
互
関

係
に
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

⑦
『
日
域
洞
上
宗
派
正
統
図
』

長
国
寺
（
長
野
県
長
野
市
）
所
蔵

一
巻
一
冊

『
日
域
洞
上
宗
派
正
統
図
』
は
、
『
曹
洞
宗
報
』
に
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
が
蒐
集
し
駒
沢
大
学
図
書
館
に

(

：)保
管
さ
れ
て
い
る
複
写
本
を
用
い
た
。

こ
の
史
料
は
、
全
五
九
丁
で
、
「
永
平
道
元
大
和
尚
」
か
ら
は
じ
ま

る
三
九
九
四
人
を
収
録
し
て
い
る
。
巻
末
の
識
語
に
、
「
于
時
延
享
五

戊
辰
年
初
春
十
有
五
日

能
州
本
山
獄
持
寺
中
於
于
妙
高
庵
内
寫
之
者

也

信
州
之
沙
門
〔
鐵

鞭

瑞
〕
謹
拝
書
」
（
〔

〕
内
割
注
）
と
あ

(

；)

る
こ
と
か
ら
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
、
總
持
寺
内
の
妙
高
庵
に

て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
長
国
寺
の
開
山
伝
為
晃
運
以

下
第
一
一
世
寧
邦
運
卓
ま
で
を
明
記
し
て
い
る
が
、
『
宗
派
次
第
』
、

(

？)

『
洞
上
宗
派
図
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑧
『
日
本
枝
派
之
図
』

普
済
寺
（
静
岡
県
浜
松
市
）
所
蔵

一
巻
一
帖
（
折
本
）

『
日
本
枝
派
之
図
』
は
、
『
解
題
集
』
１

東
海
管
区
編
に
『
〔
日
本

曹
洞
宗
派
図
〕
』
の
題
名
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
跋
文
中
の

(

！)
(

゛)

「
此
日
本
枝
派
之
圖
者
諸
嶽
室
中
所
珍
（
跡
）
蔵
」
の
一
文
か
ら
判
断

し
こ
の
題
名
を
用
い
た
。
ま
た
、
こ
の
跋
文
に
よ
り
、
原
本
は
諸
嶽
山

總
持
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
史
料
は
、
「
永
平
道
元
」
か
ら
始
ま
り
、
一
七
五
一
人
を
収
録

し
て
い
る
。
跋
文
よ
り
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
大
応
が
天
林
寺

(

゜)

に
納
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
確
認
で
き
た
下
限
の
祖
師
の

寂
年
よ
り
、
十
七
世
紀
ま
で
の
祖
師
を
収
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
示
寂
年
を
次
に
示
す
。

東
木
長
樹
（
一
五
二
六
）

巨
海
良
達
（
一
五
九
九
）

天
室
正
運
（
一
四
八
九
）

心
華
乗
芳
（
一
五
一
六
）

布
州
東
播
（
一
五
七
三
）

桃
岳
瑞
見
（
一
五
一
八
）

唄
菴
義
梵
（
一
四
三
一
）

才
翁
總
藝
（
一
五
六
九
）

覚
室
麟
等
（
一
六
五
九
）

虎
室
春
策
（
一
五
九
三
／
一
六
一
三
）

門
菴
宗
朔
（
関
）（
一
六
二
一
）

天
室
寿
紋
（
一
六
五
五
）

萬
失
大
察
（
拶
）（
一
六
四
三
）

と
こ
ろ
で
、
普
済
寺
の
開
山
は
寒
巌
義
伊
（
一
二
一
七
～
一
三
〇

〇
）
だ
が
、
『
解
題
集
』
の
解
説
に
も
あ
る
と
お
り
、
『
日
本
枝
派
之

図
』
で
は
寒
巌
ま
で
を
記
載
し
て
い
る
。
『
宗
派
次
第
』
で
は
寒
巌
を

(

´)

懐
弉
（
一
一
九
八
～
一
二
八
〇
）
の
法
嗣
と
し
て
お
り
、
以
下
当
寺
五

世
で
あ
る
華
蔵
義
曇
（
一
三
七
五
～
一
四
五
五
）
ま
で
を
収
録
す
る
。

な
お
、
『
洞
上
宗
派
図
』
で
は
寒
巌
を
徹
通
の
法
嗣
と
し
て
い
る
。
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四

⑨
『
扶
桑
洞
上
略
宗
派
』

駒
澤
大
学
図
書
館
忽
滑
谷
文
庫
所
蔵

一
巻
一
冊

『
扶
桑
洞
上
略
宗
派
』
は
、
全
二
五
丁
で
、
「
永
平
〔
開
山
〕
道

元
」
（
〔

〕
内
割
注
）
か
ら
始
ま
り
、
一
一
九
八
名
を
収
録
し
て
い
る
。

下
限
の
祖
師
の
寂
年
は
確
定
で
き
な
い
が
、
ほ
ぼ
『
宗
派
次
第
』
の
範

囲
内
で
あ
る
。
ま
た
、
後
半
部
に
「
寒
巌
義
尹
禅
師
法
皇
長
老
」
の
記

述
が
あ
り
、
巻
末
に
は
「
穎
侍
者
謄
写
之
」
と
あ
る
。

(
｀)

系
図
中
、
源
庵
守
真
（
寂
年
未
詳
）
か
ら
補
筆
が
み
ら
れ
、
輪
王
寺

（
宮
城
県
仙
台
市
）
の
世
代
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
『
宗
派
次
第
』

に
は
輪
王
寺
開
山
大
安
梵
守
（
一
四
八
二
）
、
お
よ
び
「
穎
」
つ
ま
り

本
系
図
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
系
図
（
註

参
照
）
に
み
ら
れ
る
韜
岩
暾

22

穎
に
つ
な
が
る
珍
応
正
琢
（
寂
年
未
詳
）
以
下
天
国
泰
薫
（
寂
年
未

詳
）
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
洞
上
宗
派
図
』
も
同
様
で
あ
る
。

⑩
『
日
本
曹
洞
宗
之
末
派
』

四
天
王
寺
（
三
重
県
津
市
）
所
蔵

一
巻
一
冊

『
日
本
曹
洞
宗
之
末
派
』
は
、
『
解
題
集
』
１
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
南
龍
存
舜
（
一
六
四
四
寂
）
の
代
に
常
置
さ
れ
た
よ
う
で
、
過
去

(

¨)
(

＾)

七
佛
か
ら
始
ま
る
系
譜
で
あ
る
。
全
一
五
丁
で
、
「
永
平
道
元
」
以
下

五
六
七
人
（
補
筆
を
含
ま
ず
）
を
記
載
し
て
お
り
、
確
認
で
き
た
下
限

の
祖
師
の
示
寂
年
よ
り
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
ま
で
の
祖
師
を
収
録

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
示
寂
年
を
次
に
示
す
。

南
英
謙
（
慶
）
宗
（
一
四
六
〇
）

絶
芳
祖
况
（
一
五
〇
二
）

門
菴
宗
朔
（
一
六
二
一
）

仲
翁
守
邦
（
一
四
四
五
）

器
之
為
爍
（
一
四
六
八
）

才
應
總
藝
（
一
五
六
九
）

ま
た
、
四
天
王
寺
の
世
代
に
つ
い
て
、
中
興
開
山
正
海
慈
考
（
一
四

六
六
寂
）
か
ら
一
七
世
尤
州
有
暾
（
一
六
六
〇
寂
）
ま
で
を
同
筆
で
明

記
し
て
お
り
、
続
く
一
八
世
悟
溪
養
頓
（
一
六
六
七
寂
）
、
一
九
世
月

心
文
廓
（
一
六
七
四
寂
）
を
小
さ
く
補
筆
し
て
い
る
。
南
龍
の
寂
年
が

一
六
四
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
天
王
寺
の
世
代
に
関
し
て
は
南
龍

以
降
に
加
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
『
宗
派
次
第
』
の
該
当

(

￣)

箇
所
に
お
い
て
、
四
天
王
寺
の
世
代
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
『
洞
上

宗
派
図
』
に
は
記
載
し
て
い
る
。

⑪
『
〔
禅
門
宗
派
系
譜
〕
』

広
沢
寺
（
長
野
県
松
本
市
）
所
蔵

一
巻
一
冊

『
〔
禅
門
宗
派
系
譜
〕
』
は
、
『
曹
洞
宗
報
』
（
二
〇
〇
五
年
四
月

号
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
国
部
、
日
本
部
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

(

＿)

中
で
も
、
「
〔
日
本
〕
永
平
〔
開
山
〕
道
元
」
（
〔

〕
内
割
注
）
を
起

点
と
す
る
系
図
に
は
お
よ
そ
百
名
ほ
ど
の
記
載
が
確
認
で
き
る
が
、
虫

食
い
に
よ
り
判
読
、
お
よ
び
罫
線
が
不
明
な
個
所
も
あ
り
、
ま
た
何
紙

か
欠
丁
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
限
に
は
、
鼎
山

宗
彜
（
寂
年
未
詳
）
、
得
山
宗
欽
（
寂
年
未
詳
）
、
安
叟
宗
楞
（
一
三
八

三
～
一
四
八
四
）
、
雲
袖
宗
龍
（
寂
年
未
詳
）
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
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四

ま
と
め

各
系
譜
を
比
較
し
た
結
果
、
多
数
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
。
各
法
系

図
が
示
す
嗣
承
関
係
は
、
所
に
よ
っ
て
は
罫
線
の
引
き
違
え
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
図
史
料
が
示
す
当
時
の
主
張
点
と
も
考
え

ら
れ
る
個
所
も
あ
る
の
で
、
注
目
し
た
い
点
で
あ
る
。

二
の
宗
派
図
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
と
こ
ろ
に
示
し
た
玉
村
氏
の

見
解
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、
江
戸
時
代
に
入
り
各
宗
派
別
の

宗
派
図
が
選
述
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
曹
洞

宗
を
扱
っ
て
い
る
宗
派
図
を
表
に
す
る
と
、
書
写
年
代
が
判
明
し
て
い

る
史
料
に
限
り
、
確
か
に
十
七
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
確
認
で
き
る
。

一
寺
院
に
一
派
が
住
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
関
係
を

明
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
宗
派
次
第
』
に
は
、
開
創
寺
院
や

そ
の
世
代
数
を
附
し
た
箇
所
が
多
数
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
竹
峰
の

序
に
「
吾
が
宗
諸
山
に
到
る
毎
に
、
門
派
次
第
と
嗣
法
兄
弟
と
を
尋

ね
」
と
あ
る
の
で
、
寺
院
世
代
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
人
法
、

伽
藍
法
ど
ち
ら
を
示
し
て
い
る
の
か
は
判
断
が
及
ば
な
い
。

「
宗
派
図
の
編
者
は
、
本
山
局
の
依
頼
ま
た
は
命
令
に
よ
っ
て
編
纂

す
る
場
合
が
多
か
っ
た
」
に
つ
い
て
は
、
竹
峰
が
永
平
寺
に
縁
の
深
い

人
物
で
あ
り
、
總
持
寺
、
永
平
寺
の
要
請
を
受
け
納
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
て
は
ま
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
山
が
納
め
さ

せ
た
目
的
が
対
幕
府
の
政
策
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
は
ま
だ

判
断
で
き
な
い
。
ま
た
、
『
宗
派
次
第
』
、
『
洞
上
宗
派
図
』
に
限
り
比

較
し
た
場
合
、
四
天
王
寺
所
蔵
『
日
本
曹
洞
宗
之
末
派
』
、
長
国
寺
所

蔵
『
日
域
洞
上
宗
派
正
統
図
』
の
よ
う
に
、
各
開
山
お
よ
び
寺
院
の
世

代
を
系
図
に
位
置
付
け
て
い
る
様
に
も
み
え
、
系
図
を
編
纂
お
よ
び
書

写
す
る
際
に
、
寺
院
の
世
代
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
完
成
さ
せ
て
い
く

と
い
う
傾
向
も
考
え
ら
れ
る
。

【
資
料
】
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
ま
だ
未
検
討
の
系
譜
が
多
数
あ
る
。

ま
た
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
史
料
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

確
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
本
検
討
を
通
し
て
、
宗
派
図
の
内

容
や
傾
向
な
ど
を
少
し
は
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
こ
の
研

究
を
通
し
て
派
生
的
に
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
は
じ

め
に
」
で
も
述
べ
た
が
、
十
七
世
紀
頃
の
系
譜
に
は
、
「
宗
派
」
「
派
」

と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
「
宗
派
」

の
語
句
は
、
師
を
源
と
し
、
師
資
及
び
兄
弟
の
嗣
承
関
係
が
支
流
の
如

く
、
枝
葉
の
如
く
広
が
る
様
子
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

※
本
稿
に
あ
た
っ
て
用
い
た
史
料
は
、
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
所
蔵
の
複

製
本
、
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
の
複
製
本
、
屋
島
町
文
化
財
事
務
所
所
蔵
の

複
製
本
を
用
い
た
。
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
・
複
写
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
毛

呂
大
和
様
、
長
興
寺
様
、
安
穏
寺
様
、
円
通
寺
様
、
西
明
寺
様
、
長
国
寺
様
、

普
済
寺
様
、
四
天
王
寺
様
、
広
沢
寺
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
資
料
】

日
本
曹
洞
法
系
譜

＊
刊
写
の
空
欄
は
未
詳
も
し
く
は
未
確
認
。
ま
た
、
刊
写
年
は
序
文
、
識
語
等
よ
り
判
断
し
た
。
な
お
後
代
の
書
写
で
あ
っ
て
も
撰
編
者
、
筆
者
者
が
判
明
し
て
い
る
場

合
は
そ
れ
を
優
先
し
た
。

撰
編
者

史
料
名

刊
写

刊
写
年

所

蔵

備

考

／
筆
写
者

１

『
〔
宗
門
之
略
宗
派
図
〕』

写

才
翁
總
藝

〔
中
世
〕

長
野
長
興
寺

中
国
～
日
本
～
無
極
派
を
示
し
、
快
叟
が
下
限
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
圭
嶽
珠
白
が
長
興
寺
に
常

置
し
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
体
岩
栢
全
の
代
に
改
修
。

２

『
〔
禅
門
宗
派
系
譜
〕』

写

〔
中
世
〕

長
野
広
沢
寺

３

『
三
国
源
流
略
図
列
』

木
版

凉
室
元
清
ヵ

寛
永
二
〇
年

茨
城
安
穏
寺

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
吉
祥
寺
一
四
世
衝
天
良
志
（
一
六
九
二
寂
）
が
梓
行
し
た
も
の

軸
装

（
一
六
四
三
）

４

『
三
国
源
流
略
列
図
』

木
版

凉
室
元
清
ヵ

寛
永
二
〇
年

埼
玉
広
見
寺

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
吉
祥
寺
一
四
世
衝
天
良
志
（
一
六
九
二
寂
）
が
梓
行
し
た
も
の

軸
装

（
一
六
四
三
）

５

『
三
国
源
流
略
列
図
』

木
版

凉
室
元
清
ヵ

寛
永
二
〇
年

大
阪
大
広
寺

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
吉
祥
寺
一
四
世
衝
天
良
志
（
一
六
九
二
寂
）
が
梓
行
し
た
も
の

軸
装

（
一
六
四
三
）

６

『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』

写

竹
峰
広
嫩

寛
永
年
間

群
馬
毛
呂
大
和

毛
呂
権
蔵
（
一
七
二
四
～
一
七
九
二
）
に
よ
る
謄
写
本

氏

７

『
〔
法
系
図
〕』

写

愛
知
妙
厳
寺

識
語
に
、
一
翁
伝
甫
（
一
六
四
二
寂
）
書
と
あ
る
。

８

『
日
本
曹
洞
之
末
派
』

写

声
隠
斉

〔
近
世
初
期
ヵ
〕

三
重
四
天
王
寺

四
天
王
寺
一
六
世
南
龍
存
舜(

一
六
四
四
寂
）
の
代
に
常
置
。
一
七
世
尤
州
有
暾
（
一
六
六
〇
寂
）
ま

で
あ
り
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
三
九
世
廓
道
石
心
（
一
八
四
八
）
が
補
修
。

９

『
五
宗
源
流
図
』

写

心
越
興
儔

康
煕
九
年

茨
城
祇
園
寺

曹
洞
・
雲
門
・
法
眼
・
臨
済
・
匠
仰
各
宗
の
法
系
譜

（
一
六
七
〇
）

『
日
域
洞
上
宗
派
図
』

写

徳
翁
良
高

元
祿
十
年

岡
山
円
通
寺

『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』［
諸
山
ノ
雑
記
］
を
参
照
し
て
い
る

10

（
一
六
九
七
）

『
〔
源
流
宗
派
図
〕』

写

徳
翁
良
高

岡
山
円
通
寺

元
禄
癸
未
（
一
七
〇
三
）
の
卍
山
道
白
の
識
語
あ
り
。
次
の

と
同
一
ヵ

11

12

『
略
宗
派
図
』

写

徳
翁
良
高
編
纂
の
も
の
と
さ
れ
る
。『
卍
山
広
録
』
三
四
に
記
述
あ
り
。

12

『
日
域
宗
派
図
』

写

宝
永
二
年

愛
知
西
明
寺

13

（
一
七
〇
五
）

以
前
の
写



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
三
七

『
日
本
洞
上
宗
派
図
』

刊

嶺
南
秀
恕

延
享
元
年
（
一
七

松
ヶ
岡
、
補
陀

『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』
『
續
傳
燈
録
』
『
普
燈
録
』
『
五
燈
會
元
』
『
石
門
文
字
禪
』
『
五
燈
會
元
続

14

四
四
）
跋
文
筆

寺
、
孤
峰
、
駒

略
』
『
歸
蔵
采
逸
集
』
『
増
集
續
傳
燈
』
『
古
篆
宗
派
図
（
仏
祖
宗
派
図
）
』
『
延
寶
傳
燈
録
』
『
續
諸
祖

（
こ
の
年
刊
行

大
（
孤
峰
智
犧

伝
』
『
洞
谷
記
』
『
総
持
住
山
記
』
『
『
洞
上
諸
祖
伝
』
『
扶
桑
僧
寶
傳
』
『
示
現
寺
行
状
記
』
『
茂
林
寺
系

ヵ
）

所
蔵
、
小
川
霊

譜
』
『
長
年
寺
記
』
『
曇
英
和
尚
行
状
記
』
『
重
續
諸
祖
伝
』
『
越
州
慈
眼
住
山
記
』
『
［
一
庭
融
頓
嗣

道
写
）

書
］』
を
参
照
資
料
に
あ
げ
て
い
る
。

『
〔
禅
宗
祖
師
系
図
〕』

享
保
一
九
年

栃
木
大
中
寺

菩
提
達
磨
～
中
国
～
日
本
禅
宗
祖
師
の
法
系
譜

15

（
一
七
三
四
）

『
三
国
源
流
図
』

凉
室
元
清

延
享
二
年

16

（
一
七
四
五
）

以
前
の
成
立

『
三
国
伝
灯
略
図
解
』

扶
木
叟
某

延
享
二
年

元
清
撰
『
三
国
源
流
図
』
を
補
っ
た
も
の

17

（
一
七
四
五
）

『
日
域
洞
上
宗
派
正
統

写

鐵
／
鞭
／
瑞

延
享
五
年

長
野
長
国
寺

総
持
寺
中
妙
高
庵
で
書
写

18

図
』

（
一
七
四
八
）

『
扶
桑
洞
上
略
宗
派
』

写

韜
岩
暾
穎

寛
延
四
年

駒
大
忽
滑
谷
文

「
寒
巌
義
尹
禅
師
法
皇
長
老
」
の
記
述
あ
り
。

19

（
一
七
五
一
）

庫

『
三
国
相
承
宗
分
統
系

木
版

東
嶺
円
慈
（
田

宝
暦
八
年

補
陀
寺

三
国
相
承
の
系
譜
で
下
限
は
日
本
の
近
世
期
ま
で
。
東
嶺
円
慈
（
一
七
二
一
～
九
二
）
は
、
白
隠
慧
鶴

20

譜
』

軸
装

原
甚
兵
衛
・
小

（
一
七
五
八
）

鳥
取
大
岳
院

（
一
六
八
五
～
一
七
六
四
）
の
弟
子

川
源
兵
衛
刊
行)

『
日
本
枝
派
之
図
』

写

大
応

宝
暦
八
年

静
岡
普
済
寺

原
本
は
古
来
よ
り
總
持
寺
室
中
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
大
応
が
、
宝
暦
八
年
に
普
済
寺
末
寺
天

21

(

『
日
本
洞
上
支
派
之
図
』

（
一
七
五
八
）

林
寺
に
収
め
た
。

／
『
日
本
洞
上
伝
灯
寺
譜
』

／
『
日
本
曹
洞
宗
派
図
』)

『
鷹
峰
聯
燈
系
譜
』

版
本

卍
海
宗
珊

宝
暦
一
三
年

駒
大
図

22

（
一
七
六
三
）

『
国
朝
二
十
四
流
稽
疑
』

智
顏
白
逢

明
和
元
年

駒
大
図

23

（
一
七
六
四
）

『
仏
祖
宗
派
図
』

少
津
貫
重

文
化
二
年

24

（
一
八
〇
五
）



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
三
八

『
泉
福
源
灯
録
』

写

肥
後
泉
福
寺

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
本

25

『
無
著
門
下
略
系
譜
』

木
版

知
嗣
妙
田

天
保
五
年

大
分
清
水
寺

軸
裏
に
明
治
三
三
年
八
月
表
装
の
奥
書
あ
り

26

（
一
八
三
八
）

『
弘
化
系
譜
伝
』

刊

知
嗣
妙
田

嘉
永
二
年

駒
大
図
書
館

『
泉
福
源
灯
録
』
の
増
補

27

(

一
八
四
九
）

『
五
家
宗
派
略
図
』

近
世
写

島
根
清
光
院

六
祖
慧
能
以
下
、
五
家
七
宗
、
日
本
伝
来
の
各
派
の
祖
師
に
至
る
系
譜
で
、
洞
門
の
下
限
は
東
皐
心
越

28

（
一
六
三
九
～
九
六
）

『
〔
洞
上
法
系
譜
〕』

写

近
世
初
期
頃

千
葉
総
寧
寺

通
幻
派
下
近
世
初
期
頃
ま
で
を
示
す

29

『
本
朝
曹
洞
略
宗
派
図
』

默
隱

江
戸
期
末

群
馬
補
陀
寺

黙
隠
は
黙
隠
祖
价
（
一
六
八
一
寂
）
ヵ

30

『
扶
桑
伝
灯
』

群
馬
補
陀
寺

31

『
宗
派
図
』

山
梨
慈
照
寺

32

『
日
域
曹
洞
略
宗
派
図
』

寒
巌
義
伊
を
懐
弉
の
直
嗣
と
し
て
い
る
。

33

『
伝
東
略
録
』

34

『
〔
天
眞
派
血
脈
〕』

写

長
野
広
沢
寺

35

『
〔
天
眞
派
下
宗
派
〕』

長
野
龍
勝
寺

36

『
最
乗
寺
輪
番
宗
派
図
』

茨
城
円
通
寺

道
元
～
了
庵
慧
明
ま
で
の
系
譜

37

『
〔
法
系
譜
〕』

茨
城
円
通
寺

上
部
欠
～
太
源
宗
真
～
通
幻
寂
霊
派
下
の
系
図

38

『
禅
宗
法
脈
図
』

群
馬
雙
林
寺

達
磨
～
済
洞
二
宗
を
示
す

39

『
曹
溪
分
派
図
』

山
梨
長
生
寺

中
国
五
家
宗
派
略
図
及
び
峩
山
派
下
を
示
す

40

『
仏
祖
宗
派
図
』

木
版

山
梨
広
厳
院

五
家
宗
派
図

41

『
法
王
派
系
譜
』

山
梨
宝
鏡
寺

道
元
～
寒
巌
派
下
を
示
す

42



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
三
九

『
〔
月
泉
良
印
門
下
法
徒

亥
三
月

埼
玉
広
見
寺

月
泉
良
印
の
法
嗣
二
四
哲
を
示
す

43

系
譜
〕』

『
〔
太
源
派
・
通
幻
派
法

埼
玉
正
龍
寺

道
元
禅
師
～
太
源
・
通
幻
派
下
～
律
州
慧
範
・
鉄
心
御
州

44

系
図
〕』

『
〔
法
系
譜
〕』

埼
玉
鳳
林
寺

徳
翁
良
高
派
下
を
示
す

45

『
〔
通
幻
寂
霊
門
下
系

埼
玉
広
見
寺

通
幻
寂
霊
、
了
庵
慧
明
、
大
綱
明
宗
、
無
極
慧
徹
の
派
下
の
系
図

46

譜
〕』

『
法
王
派
系
譜
』

写

済
門
隱
士

愛
知
妙
厳
寺

47

『
曹
洞
宗
法
脈
系
譜
』

曹
洞
宗
古
文
書

天
童
如
淨
以
下
初
期
日
本
曹
洞
宗
一
六
名
の
付
法
相
承
図

48

収
録

『
補
巖
寺
開
山
支
派
』

奈
良
補
巖
寺

了
堂
真
覚
門
派
の
法
系
図

49

『
本
朝
伝
法
宗
派
図
』

木
版

滋
賀
洞
寿
院

禅
門
二
四
流
四
六
伝
の
法
系
図

50
明
治
以
降
の
系
譜

１

『
洞
上
法
系
大
鑑
』

刊

斉
藤
道
知
編

一
九
二
三
年
茨
城

県
洞
上
法
系
社

２

『
曹
洞
宗
大
系
譜
』

刊

大
久
保
道
舟
編

一
九
三
四
年

調
査
用
紙
お
よ
そ
三
千
通
、
各
種
史
料

仏
教
社

３

『
曹
洞
宗
全
書
大
系
譜
』

刊

曹
洞
宗
全
書
刊

一
九
七
六
年

全
国
曹
洞
宗
寺
院
の
世
代
調
査
表
（
一
万
二
千
五
百
二
十
六
ヶ
寺
分
―
回
収
率

％
）
、
嗣
承
調
査
表

85

行
会

曹
洞
宗
全
書
刊
行

（
一
万
二
千
四
百
九
十
八
枚
）、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
刊
行
『
曹
洞
宗
全
書
系
譜
』、
各
種
史
伝
、

会

系
譜
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
所
管
の
寺
籍
簿
、
僧
籍
台
帳

４

『
禅
学
大
辞
典
』
付
録

刊

禅
学
大
辞
典
編

一
九
七
八
年

参
考
文
献
は
各
種
史
伝
、
系
譜
な
ど
多
数
に
の
ぼ
る
。
凡
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
禅
宗
法
系
譜
」

纂
所



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
四
〇

註
（
１
）
原
昭
英
氏
は
「
禅
戒
血
脈
と
栄
西
」
で
、
法
系
図
の
類
型
を
「
単
線

型
」「
末
広
が
り
方
」「
合
流
型
」
に
分
類
し
て
い
る
。

（
２
）
拙
稿
「
徳
翁
良
高
編
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研

究
』
第
四
十
六
号

二
〇
〇
四
）
で
、
史
料
紹
介
、
編
纂
背
景
と
目
的
の

考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

（
３
）
拙
稿
「
竹
峰
広
嫩
撰
『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
五
十
三
巻
第
一
号

二
〇
〇
四
）
で
、
毛
呂
権
蔵
（
一

七
二
四
～
九
二
）
の
謄
写
本
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

（
４
）
前
注
（
２
）「
徳
翁
良
高
編
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
に
つ
い
て
」
で
跋
文

を
紹
介
し
、「
余
欲
造
此
図
先
閲
越
之
勝
山
嫩
竹
峰
所
集
草
本
」
を
示
し
た
。

ま
た
同
稿
の
中
で
、
嶺
南
秀
恕
編
『
日
本
洞
上
宗
派
図
』
跋
文
中
の
「
寛

永
間
越
之
義
宣
寺
竹
峰

公
始
造
永
平
祖
派
図
」
を
示
し
た
。

（
５
）
大
久
保
道
舟
氏
は
、「
曹
洞
宗
大
系
譜
の
編
輯
を
終
へ
て
」（
『
曹
洞
宗
全

書
』
会
報
第
十
二
号
（
一
九
三
四
年
五
月
）
の
中
で
、
『
曹
洞
宗
大
系
譜
』

の
編
纂
過
程
を
、「
自
分
は
こ
の
調
査
の
為
に
、
大
凡
六
千
通
の
用
紙
を
数

回
に
亘
っ
て
、
全
国
寺
院
に
配
布
し
、
そ
の
答
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、

最
初
は
僅
々
二
三
百
通
の
返
信
を
受
け
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
暫

次
自
分
の
事
業
が
一
般
に
理
解
さ
れ
る
る
に
至
っ
て
、
報
告
は
続
々
増
加

し
、
最
後
に
は
終
に
三
千
通
の
多
き
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
昭
和
八
年

八
月
ま
で
を
締
め
切
り
と
し
て
、
全
部
の
整
理
を
了
り
、
愈
々
印
刷
に
着

手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
系
譜
の
組
方
は
ま
た
特
別
の

技
術
を
要
す
る
と
い
ふ
の
で
、
仕
事
が
中
々
捗
ら
な
い
、
そ
の
上
に
、
人

名
索
引
の
作
製
に
意
外
の
手
間
を
取
っ
た
の
で
、
終
に
今
日
ま
で
延
引
し

た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
６
）『
解
題
集
』
等
で
、
世
代
が
確
認
で
き
る
寺
院
。

（
７
）
『
〔
宗
門
之
略
宗
派
〕
』
（
『
曹
洞
宗
報
』
平
成
一
〇
年
八
月
号
）
の
解
説
に

は
、
「
才
応
総
芸
編
〔
中
世
〕

表
題
・
内
題
な
し
。
寛
政
八
年
（
一
七
六

九
）
の
校
割
帳
に
「
略
宗
派
一
巻
」
と
あ
る
の
が
本
系
譜
で
あ
ろ
う
。
西

天
・
東
土
・
日
域
の
禅
門
系
譜
で
あ
る
が
、
中
国
は
五
家
に
分
け
日
本
は

曹
洞
以
下
の
無
極
派
快
叟
を
下
限
と
す
る
。
巻
末
の
識
語
に
よ
り
編
成
の

経
緯
が
知
ら
れ
る
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
五
月
に
二
世
圭
嶽
が
長
興

寺
に
常
置
し
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
一
一
世
体
岩
柏
全
代
に
改
修
し

た
。
こ
の
際
に
折
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。
長
興
寺
の
世
代
寂

年
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
度
刊
行
予
定
の
『
解
題
集
』
７
を
参
照
の

こ
と
。

（
８
）
圭
巌
は
圭
嶽
珠
白
の
こ
と
。
長
興
寺
二
世
。

（
９
）
竹
峰
広
嫩
に
つ
い
て
は
、
『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第

三
十
九
号
（
二
〇
〇
六
）
に
掲
載
予
定

（

）
前
注
（
３
）「
竹
峰
広
嫩
撰
『
達
磨
大
師
宗
派
次
第
』
に
つ
い
て
」
で
、

10
序
分
の
一
部
を
挙
げ
、「
未
見
有
廣
編
」
と
「
于
時
寛
永
年
中
、
人
口
、
傳

之
能
州
諸
嶽
山
。
忝
以
一
山
衆
評
乞
令
予
紹
編
之
。
我
不
穫
黙
止
、
雖
然

未
尽
其
邊
際
、
先
者
為
應
總
持
尊
命
、
次
者
於
後
代
為
作
門
派
標
的
、
畧

聯
續
記
軸
而
以
掛
惣
持
室
中
床
壁
也
。
其
後
又
應
永
平
堂
上
之
尊
望
、
於



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
四
一

吉
祥
山
、
撰
竪
横
之
兩
編
、
竪
編
者
軸
而
掛
之
室
中
床
壁
、
横
編
者
礼
而

納
之
文
庫
也
。
」（
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（

）
『
三
国
源
流
略
図
列
』
（
『
解
題
集
』
６

関
東
管
区
編
）
の
解
説
に
は
、

11
「
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
秋
、
良
志
刊
行
、
江
戸
吉
祥
寺
一
四
世
衝
天

良
志
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
秋

に
吉
祥
寺
一
〇
世
凉
室
元
清
が
奥
書
を
選
述
し
て
い
る
。」
と
あ
る
。

（

）
『
日
域
洞
上
宗
派
図
』
（
『
解
題
集
』
４

中
国
・
四
国
管
区
編
）
の
解
説

12
に
は
、
「
徳
翁
良
高
編

元
禄
一
〇
年
自
筆

永
平
道
元
よ
り
近
世
初
期
の

尊
宿
に
至
る
日
本
曹
洞
宗
の
法
系
譜
。
元
禄
一
〇
年
に
徳
翁
が
み
ず
か
ら

自
書
し
た
跋
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
ま
ず
越
前
勝
山
嫩
竹
峰
の
集
め
た
草

本
を
閲
し
、
次
に
諸
山
の
雑
記
を
求
め
、
撈
漉
し
て
こ
れ
を
成
し
た
、
と

述
べ
て
い
る
。
な
お
元
禄
一
〇
年
は
徳
翁
が
大
乗
寺
を
退
席
し
て
備
中
韜

光
庵
に
居
た
時
に
当
た
る
。」
と
あ
る
。

（

）
『
日
域
宗
派
図
』
（
『
解
題
集
』
１

東
海
管
区
編
）
の
解
説
に
は
、
「
宝

13
永
二
年
以
前
写

月
峰
薫
補
筆

日
域
曹
洞
の
鼻
祖
道
元
禅
師
よ
り
そ
の

派
下
の
系
譜
、
大
乗
三
世
明
峰
素
哲
派
、
總
持
二
代
峩
山
二
十
五
哲
、
如

仲
十
二
派
、
太
源
派
下
了
堂
真
覚
派
、
峩
山
派
下
無
外
円
照
派
・
通
幻
寂

霊
派
十
哲
、
月
江
派
下
一
州
正
伊
四
派
・
密
山
正
厳
派
、
了
庵
派
下
大
綱

明
宗
十
二
派
、
舂
屋
派
下
即
庵
宗
覚
派
そ
の
他
各
派
下
の
系
譜
を
図
示
し

た
も
の
。
因
み
に
明
峰
派
下
に
『
加
州
祇
陀
開
山
法
子
出
二
十
一
、
大
智

祖
継
』
と
表
記
が
あ
り
、
江
戸
前
期
～
中
期
に
大
智
の
諱
号
の
呼
称
事
実

を
知
ら
し
め
ら
れ
、
諱
号
を
め
ぐ
る
是
非
の
問
題
に
解
明
の
手
が
か
り
を

与
え
る
。
月
峰
薫
補
は
西
明
寺
一
一
世
」
と
あ
る
。

（

）
近
世
洞
門
研
究
班
「
『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』
の
研
究
（
一
）
」
（
『
駒
澤
大

14
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
五
号

二
〇
〇
四
）
中
、
拙
稿
「
『
日
本
洞
上
宗

派
図
』
の
性
格
」
で
ふ
れ
て
い
る
。

（

）
『
日
域
洞
上
宗
派
正
統
図
』
（
『
曹
洞
宗
報
』
二
〇
〇
四
年
７
月
号
）
の
解

15
説
に
は
、
「
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
写

道
元
禅
師
以
下
、
曹
洞
宗
祖
師

の
法
系
図
で
近
世
中
期
ご
ろ
ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
国
寺
は
開
山

以
下
第
一
一
世
寧
邦
運
卓
ま
で
の
記
載
で
あ
る
。
延
享
五
年
正
月
一
五
日
、

總
持
寺
妙
高
庵
で
信
州
の
沙
門
鐵
・
鞭
・
瑞
三
者
に
よ
る
書
写
で
あ
る
。」

と
あ
る
。

（

）
鐵
、
鞭
、
瑞
の
三
者
に
つ
い
て
は
未
詳
。

16
（

）
伝
為
晃
運
、
寧
邦
運
卓
の
寂
年
は
、
二
〇
〇
五
年
度
刊
行
予
定
の
『
解

17
題
集
』
７
を
参
照
の
こ
と
。

（

）
『
〔
日
本
曹
洞
宗
派
図
〕
』
（
『
解
題
集
』
１

東
海
管
区
編
）
の
解
説
に
は
、

18
「
筆
者
未
詳
。
外
題
は
、
「
宗
派
図
」
。
道
元
禅
師
以
下
、
日
本
曹
洞
宗
の

法
系
譜
で
、
原
則
と
し
て
道
号
・
法
諱
の
四
字
連
の
み
を
線
で
繋
ぎ
、
折

本
仕
立
て
と
し
た
系
図
。
か
な
り
の
分
量
で
あ
る
が
、
そ
の
下
限
は
中
世

室
町
期
で
終
わ
る
か
ら
成
立
は
古
く
、
従
来
未
知
の
者
も
少
な
く
な
い
。

な
お
、
寒
巌
法
皇
を
永
平
道
元
下
と
し
な
が
ら
、
以
下
の
系
譜
を
欠
く
か

ら
、
編
者
は
寒
巌
派
以
外
の
者
か
。
巻
末
に
み
え
る
、
幕
末
の
大
応
に
よ

る
識
語
に
よ
り
、
本
帳
が
總
持
寺
に
秘
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」

と
あ
る
。



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
四
二

（

）
『
日
本
枝
派
之
図
』
の
跋
文

■
―
不
明
文
字

読
点
は
筆
者
に

19
よ
る此

日
本
枝
派
之
圖
者
、
諸
嶽
室
中
所
珍
（
跡
）
蔵
、
○
永
平
門
下
瓜
疂

孫
々
而
明
矣
。
然
季
世
至
于
系
譜
之
錯
乱
者
、
明
以
此
圖
為
霧
海
南
針
択

途
北
斗
乎
。
只
諸
方
以
寒
巌
尹
公
、
属
徹
通
之
嗣
、
予
不
分
真
偽
。
若
有

歳
寶
暦
戊
寅
冬
、
遠
之
普
済
派
下
寓
天
林
精
舍
之
于
出
、
■
山
主
承
玄
公

茗
談
。
已
及
斯
玄
公
云
、
我
普
済
門
下
十
三
派
見
取
的
々
相
承
之
嗣
書
。

故
普
済
門
之
以
尹
公
則
○
元
祖
嗣
是
以
為
證
。
予
於
是
雙
然
、
與
此
圖
見
、

只
符
節
則
尹
公
者
為
○
元
祖
之
上
足
可
注
碧
落
之
碑
無
贋
本
矣
。
因
不
廟

禿
毫
傍
書
写
之
、
納
天
林
室
内
而
兼
当
山
主
玄
公
交
情
之
萬
之
可
。

羽
陽
沙
門
大
應
□
誌
之

＊
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

＊
羽
陽
（
山
形
）
＊
山
主
承
玄
：
天
林

寺
（
静
岡
県
浜
松
市
）
一
八
世
大
興
承
玄
（
一
七
八
九
寂
）
と
、
同

一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

（

）
大
応
は
未
詳
。

20
（

）
『
日
本
枝
派
之
図
』
に
つ
い
て
、
大
久
保
氏
は
『
曹
洞
宗
全
書
』
会
報
第

21
十
二
号
の
中
で
、
「
『
日
本
洞
上
枝
派
之
図
』
一
巻

一
名
『
日
本
洞
上
伝

灯
寺
譜
』
と
も
称
し
現
今
遠
江
普
済
寺
に
伝
っ
て
い
る
。
宝
暦
八
年
の
冬

羽
陽
の
沙
門
大
応
が
同
寺
末
寺
天
林
寺
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
動

機
は
、
大
徹
が
天
林
寺
に
寓
し
、
時
の
山
主
承
玄
と
法
談
を
交
え
た
時
、

談
遇
遇
寒
巌
禅
師
の
嗣
承
論
に
及
ん
だ
。
此
の
時
玄
承
は
、
普
済
寺
門
下

十
三
派
に
て
は
、
寒
巌
を
永
祖
の
直
嗣
と
為
し
、
そ
の
嗣
書
を
嫡
嫡
想
相

承
し
て
い
る
旨
を
語
っ
た
。
此
時
大
応
は
、
承
玄
の
云
っ
た
こ
と
が
、
自

分
の
所
蔵
し
て
い
る
此
の
枝
派
の
図
と
合
致
し
て
い
る
の
で
大
に
喜
び
、

早
速
一
本
を
模
写
し
て
納
め
た
も
の
が
こ
の
図
で
あ
る
。
大
応
の
奥
書
に

よ
る
と
其
の
原
本
は
古
来
よ
り
總
持
寺
の
室
中
に
襲
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
栗
山
泰
音
氏
の
『
嶽
山
史
論
』
に
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
但
し
嶽
山
史
の
方
で
は
『
日
本
曹
洞
宗
派
図
』
と
い
う
題

に
な
っ
て
い
る
。
大
応
は
恐
ら
く
總
持
寺
の
原
本
か
ら
騰
写
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
猶
、
此
の
普
済
寺
本
の
末
尾
に
は
『
永
平
三
代
相
論
』
と
題
し

其
の
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
普
済
寺
開
基
華
藏
義
曇
の
永
平

寺
再
中
興
を
讚
揚
せ
ん
が
為
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（

）
系
図
の
末
尾
に
珍
応
正
琢
（
寂
年
未
詳
）
以
下
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

22
の
末
尾
に
「
栢
岩
獨
丕
〔
宮
城
輪
王
寺
二
三
世
、
一
七
五
七
寂
〕
―
大
嶺

不
白
〔
同
二
四
世
、
一
七
六
八
寂
〕
―
韜
岩
暾
穎
〔
同
二
六
世
、
一
七
九

二
寂
〕
」（
〔

〕
内
筆
者
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
韜
岩
暾
英
と
推
察
す
る
。

(

穎)

（

）
『
日
本
曹
洞
宗
之
末
派
』
（
『
解
題
集
』
１

東
海
管
区
編
）
の
解
説
に
は
、

23
「
声
隠
斉
編

江
戸
初
期
写

四
天
王
寺
一
六
世
の
南
龍
存
舜
の
代
に
常

置
し
た
日
本
曹
洞
宗
の
嗣
承
系
譜
。
西
天
・
東
土
の
伝
灯
祖
師
を
経
て
、

日
本
曹
洞
宗
の
明
峰
派
・
太
源
派
・
通
幻
派
・
石
屋
派
・
普
済
派
・
天
眞

派
の
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
四
天
王
寺
歴
住
者
の
属
す
る

普
済
の
記
録
が
詳
細
で
あ
り
、
南
龍
の
法
嗣
で
同
寺
一
七
世
の
尤
州
有
暾

ま
で
が
同
筆
、
以
下
若
干
の
補
筆
が
み
ら
れ
て
い
る
。
天
保
九
年
（
一
八

三
八
）
に
三
九
世
の
廓
道
石
心
が
修
補
し
て
い
る
。」
と
あ
る
。



曹
洞
宗
に
お
け
る
宗
派
図
に
つ
い
て
（
駒
ヶ
嶺
）

二
四
三

（

）
龍
泉
寺
（
福
井
県
武
生
市
）
所
蔵
資
料
に
、
『
大
平
山
龍
泉
寺
前
住
帳
』

24
一
巻
一
冊
が
あ
り
、
『
曹
洞
宗
報
』
（
一
九
八
九
年
一
月
号
、
二
〇
〇
五
年

二
月
号
）
の
「
宗
宝
調
査
委
員
会
調
査
目
録
及
び
開
題
」
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
南
龍
存
舜
編
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四

二
）
写

内
題
に
『
索
訶
世
界
南
桂
部
州
北
陸
道
之
前
州
路
丹
生
郡
巌
永

保
大
平
山
龍
泉
禅
寺
前
住
帳
』
と
あ
り
、
三
重
県
津
市
の
四
天
王
寺
一
二

世
南
龍
存
舜
が
龍
泉
寺
開
山
通
幻
寂
霊
以
来
、
こ
の
寺
の
輪
住
世
代
の
名

を
年
順
に
列
記
し
た
前
住
帳
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
寛
永
十
九
年
の
輪
住

者
は
南
龍
で
二
四
八
世
に
な
る
。
な
お
、
以
下
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）

に
第
三
二
三
世
の
量
外
派
欠
住
の
記
事
ま
で
が
書
き
継
が
れ
て
い
る
。」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
南
龍
は
、
晩
年
に
龍
泉
寺
に
輪
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
龍
泉
寺
は
、
總
持
寺
の
直
末
で
あ
る
。

（

）
表
紙
に
「
塔
山
十
六
世
南
竜
和
尚
置
之

日
本
曹
洞
之
末
派

三
十
九

25
世
石
心
修
補

夫
天
保
九
戊
戌
夏
安
居
」
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
に
同
寺
三
九
世
廓
道
石
心
（
一
八
四
八
寂
）
が
補
修
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
一
丁
表
に
「
勢
州
塔
世
山
四
天
王
十
六
世

南

龍
舜
叟
置
之

日
本
曹
洞
之
末
派

声
隱
齋
［
花
押
］
」
と
、
「
声
隱
齋
」

（
未
詳
）
の
名
も
あ
る
の
で
、
南
龍
よ
り
後
、
廓
道
以
前
に
加
筆
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

（

）
『
〔
禅
門
宗
派
系
譜
〕
』
（
『
曹
洞
宗
報
』
二
〇
〇
五
年
四
月
）
の
改
題
に
は
、

26
「
〔
中
世
〕
写

表
紙
を
欠
き
、
本
文
首
尾
が
破
損
の
た
め
、
題
名
・
年
代

・
筆
者
な
ど
は
不
明
。
し
か
も
欠
丁
が
少
な
く
な
い
。
内
容
は
中
国
禅
宗

と
日
本
曹
洞
宗
の
系
譜
で
あ
り
、
ま
ず
中
国
の
曹
洞
宗
、
つ
い
で
日
本
曹

洞
宗
そ
し
て
中
国
の
曹
洞
宗
以
外
の
五
家
七
宗
、
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
曹
洞
宗
は
末
尾
が
欠
丁
の
た
め
速
断
は
で
き
な
い
が
、
現
存
す

る
部
分
の
祖
師
名
で
下
限
は
室
町
末
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
系
譜
の

編
集
・
書
写
は
中
世
末
期
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。




